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１ 平成３０年度 運用実績概要 （第２四半期） 

運用収益額 ＋１．３３億円 ※実現収益額 

 
運用利回り ＋０．１５％    ※実現収益率 

 
運用資産残高 ９００億円    ※簿価 

 

※ 年金積立金は長期的な運用を行うものであり、その運用状況も長期的に判断することが必要ですが、運用に対する組合員等の理解を促進する 
 ため、また、情報公開による透明性確保の観点から、四半期ごとに運用状況の公表を行うものです。 
   
  （注１） 収益額及び収益率は、当該期間中に精算された運用手数料等を控除したものです。 
  （注２） 上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。 



【各市場の動き：平成３０年７月～平成３０年９月】 
 
国内債券：    １０年国債利回りは、日銀がイールド・カーブ政策を継続する中、期初０～０．１％の間で推移していましたが、７月末に日銀の金融緩和 
         政策修正に対する思わくなどから上昇しました。８月に日銀が長期金利の変動幅拡大容認を打ち出したこと、９月に米国金利が上昇したこと 
         などを受け、上昇基調を継続しました。 
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２ 平成３０年度 市場環境（第２四半期） 

平成30年6月末 平成30年7月末 平成30年8月末 平成30年9月末

国内債券 新発10年国債利回り（％） 0.03 0.06 0.10 0.13

参考指標



（単位：％） 

  平成２９年度 平成３０年度 

  年度末 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 年度末 

国内債券 
96.64 93.48 90.58 － － 

(29.52) (26.40) （17.80） － － 

短期資産 3.36 6.52 9.42 － － 

合計 100.00 100.00 100.00 － － 
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３ 平成３０年度 資産構成割合 

（注１） 基本ポートフォリオは、国内債券１００％です。 
（注２） 貸付金は、国内債券に含めています。（）内は、貸付金を示しています。 
（注３） 数値を四捨五入しているため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。 
（注４） 上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。 
（注５） ファンドで保有する短期資産は、原則として該当する資産区分に計上しています。 
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４ 平成３０年度 運用利回り 
 ○ 第２四半期の実現収益率は０．１５％となりました。 
 ○ 退職等年金給付組合積立金で保有する国内債券は、満期持ち切りを前提とするため、簿価評価としています。 

（注１） 各四半期及び年度計は、期間収益率です。 
（注２） 修正総合収益率は、実現収益率に時価評価による評価損益の増減を加味したものです。 
（注３） 貸付金は、国内債券に含めています。 
（注４） 上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。 
（注５） 各ファンドで保有する短期資産は、原則として該当する資産区分に計上しています。 
 
 

※棒グラフは、各四半期の期間収益率 

実現収益率 

※第2四半期の資産別の期間収益率 

（単位：％） 

    平成３０年度 

    第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計 

実現収益率 0.17 0.15 － － 0.32 

  国内債券 0.17 0.17 － － 0.34 

  短期資産 0.00 0.00 － － 0.00 

（参考） （単位：％） 

    平成３０年度 

    第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計 

修正総合収益率 0.43 ▲1.10 － － ▲0.76 

0.17% 0.15% 

0.00%

0.05%

0.10%

0.15%

0.20%

0.25%

0.30%

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 
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 （参考）平成２９年度 運用利回り 

（注１） 各四半期及び年度計は、期間収益率です。 
（注２） 修正総合収益率は、実現収益率に時価評価による評価損益の増減を加味したものです。 
（注３） 貸付金は、国内債券に含めています。 
（注４） 各ファンドで保有する短期資産は、原則として該当する資産区分に計上しています。 
 

（単位：％） 

    平成２９年度 

    第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計 

実現収益率 0.19 0.18 0.18 0.18 0.73 

  国内債券 0.20 0.19 0.19 0.19 0.77 

  短期資産 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

（参考） （単位：％） 

    平成２９年度 

    第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計 

修正総合収益率 0.51 0.26 0.33 0.65 1.80 

実現収益率 

※棒グラフは、各四半期の期間収益率 

※年度計の資産別の期間収益率 



（単位：億円） 

    平成３０年度 

    第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計 

実現収益額 1.30 1.33 － － 2.63 

  国内債券 1.30 1.33 － － 2.63 

  短期資産 0.00 0.00 － － 0.00 

（参考） （単位：億円） 

    平成３０年度 

    第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計 

総合収益額 3.34 ▲9.63 － － ▲6.30 
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５ 平成３０年度 運用収入の額 
 ○ 第２四半期の実現収益額は１．３３億円となりました。 
 ○ 退職等年金給付組合積立金で保有する国内債券は、満期持ち切りを前提とするため、簿価評価としています。 

（注１） 総合収益額は、実現収益額に時価評価による評価損益の増減を加味したものです。 
（注２） 貸付金は、国内債券に含めています。 
（注３） 上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。 
（注４） 数値を四捨五入しているため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。 
 

※棒グラフは、各四半期の期間収益額 

実現収益額 

※第２四半期の資産別の期間収益額 
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（参考）平成２９年度 運用収入の額 

（注１） 総合収益額は、実現収益額に時価評価による評価損益の増減を加味したものです。 
（注２） 貸付金は、国内債券に含めています。 
（注３） 数値を四捨五入しているため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。 
 

（単位：億円） 

    平成２９年度 

    第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計 

実現収益額 0.90 1.02 1.13 1.29 4.33 

  国内債券 0.90 1.02 1.13 1.29 4.33 

  短期資産 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

（参考） （単位：億円） 

    平成２９年度 

    第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計 

総合収益額 2.44 1.44 2.08 4.69 10.65 

※棒グラフは、各四半期の期間収益額 

実現収益額 

※年度計の資産別の期間収益額 
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６ 平成３０年度 資産の額 

（注１） 簿価管理のため、時価は参考数値です。 
（注２） 貸付金は、国内債券に含めています。（）内は、貸付金を示しています。 
（注３） 数値を四捨五入しているため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。 
（注４） 時価には、未収収益が含まれています。 
（注５） 上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。 
 
 
 

（単位：億円） 

  平成３０年度 

  第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 年度末 

  簿価 時価 
評価 
損益 

簿価 時価 
評価 
損益 

簿価 時価 
評価 
損益 

簿価 時価 
評価 
損益 

国内債券 
780 785 5 815 808 ▲7 － － － － － － 

(220) (221) (1) （160） （160） 0 － － － － － － 

短期資産 54 54 0 85 85 0 － － － － － － 

合計 
834 839 5 900 893 ▲7 － － － － － － 

(220) (221) (1) （160） （160） 0 － － － － － － 
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（参考）平成２９年度 資産の額 

（注１） 簿価管理のため、時価は参考数値です。 
（注２） 貸付金は、国内債券に含めています。（）内は、貸付金を示しています。 
（注３） 数値を四捨五入しているため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。 
（注４） 時価には、未収収益が含まれています。 
 
 
 

（単位：億円） 

  
  
  

平成２９年度 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 年度末 

簿価 時価 
評価 
損益 

簿価 時価 
評価 
損益 

簿価 時価 
評価 
損益 

簿価 時価 
評価 
損益 

国内債券 
479 477 ▲2 572 571 ▲2 628 628 0 721 722 2 

(218) (219) (1) (218) (219) (1) (218) (220) (2) (220) (220) (0) 

短期資産 53 53 0 24 24 0 61 61 0 25 25 0 

合計 
532 530 ▲2 596 594 ▲2 689 689 0 746 747 2 

(218) (219) (1) (218) (219) (1) (218) (220) (2) (220) (220) (0) 
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７ 平成３０年度 共済独自資産の状況 

（注） 上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。 
 
 
 

（単位：％） 

実現収益率 
平成３０年度 

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計 

貸付金 0.25 0.26 － －  0.52 

（単位：億円） 

実現収益額 
平成３０年度 

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計 

貸付金 0.55 0.50 － －  1.05 

（単位：億円） 

運用資産額 
平成３０年度 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 年度末 

貸付金 220.18 160.18 － － 
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（参考）平成２９年度 共済独自資産の状況 

（単位：％） 

実現収益率 
平成２９年度 

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計 

貸付金 0.25  0.25  0.25  0.25  1.00  

（単位：億円） 

実現収益額 
平成２９年度 

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計 

貸付金 0.54  0.55  0.55  0.54  2.18  

（単位：億円） 

運用資産額 
平成２９年度 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 年度末 

貸付金 218.00  218.00  218.00  220.18  



８ 資金運用に係る用語の解説 
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〇  基本ポートフォリオ  

   統計的な手法により定めた、最適と考えられる資産構成割合（時価ベース）です。  

 

〇  修正総合収益率  

   運用成果を測定する尺度の１つです。実現収益額に資産の時価評価による評価損益増減を加味し、時価に基づく収益を把  

  握するための時価ベースの比率です。算出が比較的容易なことから、運用の効率性を表す時価ベースの資産価値の変化を   

  把握する指標として用いられます。  

   

    （計算式）  

  修正総合収益率＝（売買損益＋利息・配当金収入＋未収収益増減＋評価損益増減）／（簿価平均残高＋前期末未収収益 

              ＋前期末評価損益）  

 

〇  実現収益率  

   運用成果を測定する尺度の１つです。売買損益及び利息・配当金収入等の実現収益額を簿価平均残高で除した簿価ベー 

   スの比率です。  

 

〇  総合収益額  

   実現収益額に加え資産の時価評価による評価損益を加味することにより、時価に基づく収益把握を行ったものです。  

   （計算式） 総合収益額＝売買損益＋利息・配当金収入＋未収収益増減＋評価損益増減 
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